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大豆を4年間作付けした場合の収量性の変動と収量低下軽減対策 

［要約］大豆－麦の連作における大豆の収量は、3作目までは収量の低下は見られないが、
4作目の収量は低下する。ただし、前作の麦わら・大豆ガラを全量施用すれば、収量及び
品質の低下を軽減できる。 
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［背景・ねらい］ 
本県では、大豆作を転作の基幹作物として位置づけているが、米をめぐる情勢の変化か

ら大豆栽培面積が拡大することが想定される。しかしながら、大豆の連作が増加した場合、
土壌の化学性や物理性に対する影響と大豆・水稲・麦の生産に及ぼす影響が懸念される。 
そこで、水田において大豆を２転輪作以上の頻度で作付けする場合における、大豆の生

産性と安定生産に向けた対策を明らかにする。 
 

［成果の内容・特徴］ 
１．大豆の収量は、3年間作付けしても低下はみられない。しかし4年間作付けすると、麦わらと
大豆ガラを施用しなかった場合は、収量及び検査等級が低下する。（図１、図２） 

 
２．大豆4年間作付けした場合において、麦わらと大豆ガラを施用しないと苗立率が低下し、
初期生育量は小さい。また、百粒重は軽くなり、収量は低下する（表1）。 

 
    
［成果の活用面・留意点］ 
１. 本成果は、7月上～中旬に播種した大豆「フクユタカ」を用いた。 
 

２. 佐賀平坦部、灰色低地土の水田において活用できる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 ［具体的なデータ］ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図1 大豆の連作による収量の推移  
 
     

   
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

図2 大豆の連作による検査等級の推移 
 
表 1 苗立ちと生育調査結果（連作 4年目）       

作付体系 稲わら・麦わらと 
大豆ガラの施用 

苗立数 
生育調査 

百粒重 収量 主茎長 節数 分枝数 
本/㎡ ｃｍ   本/個体 ｇ Kg/10a 

3 年 2 転作 
あり 10.8 18.9 7.2 0.3 32.2 466 
なし 10.8 16.3 6.4 0.0 32.1 423 

大豆連作 
あり 9.9 16.2 7.3 0.1 33.2 445 
なし 8.3 14.9 6.9 0.1 30.3 301 

 注 1）3年 2転作は、1年目、2年目は大豆、3年目に水稲、4年目に大豆を作付けている。 
 注 2）生育調査は、播種（7月 16 日）20日後の 8月 5日に行っている。 
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